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平成 27 年 4 月から平成 28 年 3 月分の業績について（法務研究科 田中淳子） 

 

〔共同執筆書〕 

松岡久和=山野目章夫編著『判例マニュアル』（「登記を要する物権変動（１）変動原因無制

限説」、ほか 11 項目執筆）日本評論社（平成 27 年 4 月） 

 

〔判例研究〕 

「遺産共有持分と他の共有持分が併存する場合の共有物の分割について」『法律時報』87 巻

7 号（日本評論社、平成 27 年 7 月）107 頁‐110 頁 

 

〔研究報告〕 

「筆界立会いの代理権・立会い要請権・筆界調査権・筆界認証権に関する研究」（日本土地

家屋調査士会連合会委嘱研究）平成 27 年 10 月、12 月、平成 28 年 1 月（於：日本土地家

屋調査士会連合会会館） 

 

〔その他〕  

・「相隣関係研究会」愛知県土地家屋調査士会（平成 2７年 1 月～平成 27 年 3 月の毎月第 3

木曜日、於：愛知県土地家屋調査士会館） 

・「土地家屋調査士業務 Q&A」京都土地家屋調査士会（平成 27 年 3 月、於：京都土地家屋

調査士会館） 

・「民法改正と税理士業務」愛知県税理士会昭和支部（平成 27 年 3 月、於：天白区小劇場） 

・「土地家屋調査士業務 Q&A」山口県土地家屋調査士会（平成 27 年 8 月、於：山口県労働

者福祉文化中央会館） 

・「土地家屋調査士業務 Q&A」愛知県土地家屋調査士会（平成 27 年９月、於：名古屋市公

会堂） 

・「土地家屋調査士業務 Q&A」愛知県土地家屋調査士会東三支部（平成 27 年９月、於：豊

橋商工会議所） 

・「あいち境界シンポジウム 2016」シンポジウムコーディネーター 愛知県土地家屋調査士 

会（平成 28年 2月、於：愛知県女性総合センターウィルあいち） 

 


